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72,259 
68,403 

63,714 
59,991 

58,867 58,174 56,578 54,549 53,285 51,841 49,164 46,737 45,058 43,574 42,206 

41.8

38.3

34.7
32.1 31.0 30.4 29.7 29.2 29.3 29.5 28.9 28.5 28.7 29.1 29.7

0%
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15%

20%
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35%

40%

0
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60,000

80,000

100,000

平成

7年

(1995)

平成

12年

(2000)

平成

17年

(2005)

平成

22年

(2010)

平成

27年

(2015)

平成

32年

(2020)

平成

37年

(2025)

平成

42年

(2030)

平成

47年

(2035)

平成

52年

(2040)

平成

57年

(2045)

平成

62年

(2050)

平成

67年

(2055)

平成

72年

(2060)

平成

77年

(2065)

30歳未満人口 全人口に占める30歳未満の割合

 

 

 

 

 

小平市の人口は、189,885人（平成29（2017）年１月１日現在）で、そのうち、子ども・若

者（０歳～29歳）の人口は、57,013人と、人口の３割を占めています。直近５年間の

子ども・若者人口の推移を見ると、平成27（2015）年までは減少していますが、平成

28（2016）年からは増加しています。一方、全人口に占める子ども・若者の割合は、

年々減少傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市が行った子ども・若者の将来人口推計によると、子ども・若者の人口は今後

も減少を続け、人口に占める子ども・若者の割合は３割前後で推移する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※国勢調査の数値を使用し算出 

9,282 9,278 9,240 9,244 9,205 9,352 9,690 9,887 9,940 10,050 10,143 

10,132 9,971 9,805 9,780 9,606 9,374 9,439 9,393 9,454 9,594 9,759 

9,828 10,049 10,185 10,259 10,350 10,413 10,478 10,349 10,252 10,325 10,180 

28,361 27,737 27,417 26,702 26,020 25,627 27,374 27,055 26,753 26,750 26,931 

32.4 31.9 31.6 31.2 30.7 30.4 30.7 30.4 30.2 30.1 30.0

0%
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0
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40,000

60,000

80,000
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(2008)

平成

21年

(2009)

平成

22年

(2010)

平成

23年

(2011)

平成

24年

(2012)

平成

25年

(2013)

平成

26年

(2014)

平成

27年

(2015)

平成

28年

(2016)

平成

29年

(2017)

乳幼児期(0～5歳) 学童期(6歳～11歳) 思春期(12～17歳)

青年期(18～29歳) 全人口に占める30歳未満割合

【 子ども・若者人口の推移 】 

※ 集計方法の変更により平成24年1月1日現在までの住民基本台帳人口は日本人住民の

みであるが、平成25年1月1日現在の住民基本台帳人口から外国人住民も含まれる。 

【 資料：住民基本台帳（各年 1 月 1 日現在） 】 

(人) 

57,013 56,719 56,399 56,684 56,981 54,766 55,181 55,985 56,647 57,035 57,603 

9,282 9,278 9,240 9,244 9,205 9,352 9,690 9,887 

10,132 

9,828 

28,361 

9,940 

9,971 

27,737 27,417 26,702 26,020 25,627 27,374 27,055 26,753 26,750 26,931 

9,805 9,780 9,606 9,374 9,454 9,594 9,759 9,439 9,393 

10,050 10,143 

10,049 10,185 10,259 10,350 10,413 10,478 10,349 10,252 10,325 10,180 

【 資料：小平市人口推計報告書（平成 29 年） 】 

(人) 

【 子ども・若者の人口推計 】 
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小平市の世帯数は年々増加していますが、１世帯当たりの世帯人員は、平成 29

（2017）年に 2.13と年々減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族類型別割合の推移を見ると、平成 27（2015）年に夫婦と子どもから成る世帯が

30.4％となり、前回調査時より増加しています。一方、単独世帯は、平成 27（2015）

年に 37.6％となり、一般世帯の中で最も多い家族類型となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79,007 80,182 81,173 81,619 81,747 82,330 

85,564 86,026 86,611 
88,016 88,967 

2.25 
2.23 

2.21 2.20 2.20 2.19 
2.17 2.17 2.16 2.14 2.13 

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

平成
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(2007)

平成

20年

(2008)

平成

21年

(2009)

平成

22年

(2010)

平成

23年

(2011)

平成

24年

(2012)

平成

25年

(2013)

平成

26年

(2014)

平成

27年

(2015)

平成

28年

(2016)

平成

29年

(2017)

世帯数 １世帯あたり人員

18.5

18.5

19.0

31.3

29.7

30.4

7.7

8.0

8.4

5.0

4.4

3.7

0.5

0.8

0.8

36.9

38.6

37.6

0.0

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成17年

平成22年

平成27年

夫婦のみの世帯 夫婦と子どもから成る世帯 ひとり親と子どもからなる世帯

核家族以外の世帯 非親族を含む世帯 単独世帯

不詳

【 世帯数及び世帯人員の推移 】 

【 資料：住民基本台帳（各年１月１日現在） 】 

【 世帯の家族類型別 一般世帯数の割合の推移 】 

【 資料：国勢調査 】 

(人) (世帯) 

核家族 

(2015) 

(2010) 

(2005) 

18.5 

19.0 

31.3 

29.7 

30.4 

36.9 

38.6 

37.6 

18.5 

7.7 

8.0 

8.4 

5.0 

4.4 

3.7 

0.5 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.1 
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① 朝食 

毎日朝食を食べている小・中学生は、小学校６年生で88.2％となっており、年齢

が上がるほど少なくなっています。 

 
 

 
 

高校生年代で毎日朝食を食べる割合は、81.9％と中学校３年生とほとんど差はあ

りませんが、18歳以上の若者では、57.3％と少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 孤食 

ひとりで夕食を食べることがある小・中学生は、小学校６年生で10.4％となり、

学年が上がるほど多くなり、中学校３年生では32.5％となっています。前回の調査

（小平市教育委員会平成23（2011）年度実施）と比較すると、中学校３年生でひと

りで食べる割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88.2

86.6

81.3

6.9

8.9

11.7

3.3

2.4

4.9

1.5

1.6

1.4

0.2

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

かならず食べている たいてい食べている あまり食べていない ほとんど食べていない 無回答

1.1

4.5

4.2

9.3

9.3

28.3

21.0

28.7

31.4

68.5

57.5

35.7

0.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

毎日である よくある あまりない ほとんどない 無回答

81.9

57.3

14.3

33.5

3.2

9.0

0.5

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

週７日食べる 週に１回以上食べない 食べない 無回答

【 ふだん朝食をどの程度食べているか 】 

【 学校に行く前に朝ご飯をたべますか 】 

【 ひとりで夕ご飯を食べることがありますか 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

81.9 

57.3 

14.3 

33.5 20.0 

3.2 

9.0 

0.5 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

1.1 21.0 9.3 

9.3 4.5 

4.2 

28.7 

28.3 31.4 

68.5 

57.5 

35.7 

0.0 

0.0 

0.4 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

88.2 

86.6 

81.3 11.7 

1.5 3.3 6.9 

8.9 

4.9 

2.4 

1.4 

1.6 

0.2 

0.4 

0.4 
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１日の食事でほとんどひとりで食べる人の割合は、高校生年代で5.1％、18歳以

上の若者で16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 就寝時間 

普段（月から金曜日まで）の就寝時間は、小学校６年生で「午後10時」が46.4％と多

く、中学生になるとさらに夜型の傾向になり、中学校３年生で「午後11時」が39.6％、

「午前０時以降」も30.0％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生年代で就寝時間は、「午前０時以降」が61.1％、18歳以上の若者が74.6％と、

年齢が上がるほど夜型の傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

3.6

11.7

30.3

8.9

2.1

46.4

42.1

16.3

17.5

36.8

39.6

2.8

8.5

30.0

0.0

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

午後８時以前 午後９時 午後10時 午後11時 午前０時 無回答

5.1

16.8

12.4

33.5

33.0

31.7

49.5

17.0

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

ほとんどひとりで食べる １日１食だれかと食べる １日２食だれかと食べる

１日３食だれかと食べる 無回答

0.8

0.7

6.2

6.0

31.9

17.2

45.1

37.9

12.2

22.7

3.5

9.6

0.3

4.4

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

午後９時以前 午後10時 午後11時 午前０時 午前１時 午前２時 午前３時以降 無回答

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

【 いつも何時ごろに寝ていますか 】 

9.6 

0.3 

0.7 

3.5 

4.4 6.0 

6.2 0.8 

1.4 

0.0 12.2 

22.7 

45.1 

37.9 

31.9 

17.2 

(16 歳～18歳) 

(18 歳～29歳) 

【 １日の食事で誰かと食べる回数 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

12.4 5.1 

16.8 

33.0 49.5 

33.5 31.7 17.0 

0.0 

0.9 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

【 いつも何時ごろに寝ていますか 】 

46.4 2.8 3.0 30.3 17.5 

2.1 11.7 39.6 16.3 30.0 

0.0 

3.6 8.9 8.5 42.1 36.8 0.0 

0.4 
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平成 28（2016）年度実施の「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等

調査」によると、小学校６年生では、ソフトボール投げ以外のすべてで東京都平均を

上回っています。中学校３年生でも同様の結果となっています。 

 

 

 

また、「小平市の教育に関するアンケート調査」結果では、小・中学生で「運動す

ることが好き」な人の割合は、７割を超えていますが、学年が上がるほど少なくなる

傾向にあります。 

「学校の授業以外で運動をしない」人は、学年が上がるほど多くなる傾向にあり、

中学校３年生で約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
握力 

上体 

起こし 

長座 

体前屈 

反復 

横とび 

20m シャ

トルラン 
持久走 50m 走 

立ち 

幅とび 

ソフトボー

ル・ハンド

ボール投げ 
(kg) (cm) (cm) (回) (回) (秒) (秒) (cm) (m) 

小
学

校
６

年
生

 

男 
小平市 19.3 22.8 36.5 45.9 65.9 

 

8.7 163.3 25.3 

東京都 19.3 22.0 35.7 45.3 59.1 8.8 161.8 25.4 

女 
小平市 19.4 21.1 41.7 43.4 51.7 9.0 156.2 15.2 

東京都 19.1 20.4 40.8 42.9 45.9 9.1 153.7 14.8 

中
学

校
３

年
生

 

男 
小平市 33.9 29.6 47.8 56.8 

 

364.4 7.5 211.6 22.8 

東京都 33.6 29.5 45.1 54.9 373.2 7.6 208.4 22.8 

女 
小平市 25.1 25.7 47.5 49.1 284.5 8.6 174.2 13.3 

東京都 24.7 24.5 46.3 47.5 290.9 8.7 170.0 13.2 

29.5

51.4

16.6

44.6

26.7

28.6

20.5

15.8

34.3

5.2

5.7

20.1

0.2

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

毎日運動する よく運動する あまり運動しない ほとんど運動しない 無回答

57.2

55.1

52.3

24.8

25.1

25.4

10.5

9.7

11.7

5.7

6.1

7.1

1.8

3.2

3.2

0.0

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い わからない 無回答

【 東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果（平成 28(2016)年度 平均値） 】 

【 資料：東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査 】 

【 学校の授業以外で運動しますか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

16.6 

51.4 

29.5 44.6 5.2 

5.7 0.4 

0.4 

20.5 

15.8 

20.1 34.3 

26.7 

28.6 

0.2 

【 運動することが好きですか 】 

3.2 25.1 

24.8 57.2 

55.1 

52.3 11.7 

10.5 

25.4 

9.7 

5.7 

6.1 

7.1 

0.8 

0.0 1.8 

3.2 0.4 
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「子ども・若者の意識・実態調査」結果では、高校生以上の若者で、「スポーツや

運動をしない」人が３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28（2016）年度実施の「全国学力・学習状況調査」によると、各教科の平均正

答率は、小学校６年生で東京都を下回りましたが、全国と比較すると上回っています。

中学校３年生では、東京都、全国の平均正答率を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「小平市の教育に関するアンケート調査」結果では、小・中学生で「勉強が

好き」な人の割合は、小学校６年生で最も多く 49.5％となっています。その割合は学

年が上がるほど少なくなる傾向にあります。 

１日に１時間以上勉強している人の割合は、おおむね学年が上がるほど多くなる傾

向にありますが、中学校１年生では「ほとんどしない」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 

A B A B A B A B 

平成 28 年度 

(2016) 

平均正答率 

小平市 73.0 59.2 78.7 49.3 77.8 70.4 64.4 46.4 

東京都 73.8 59.8 79.4 49.8 76.9 68.6 63.5 45.6 

全国 72.9 57.8 77.6 47.2 75.6 66.5 62.2 44.1 

14.6

7.3

6.7

34.9

27.5

23.0

29.3

32.4

24.7

11.1

23.1

35.0

9.8

9.3

10.2

0.2

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い わからない 無回答

38.9

25.3

18.4

29.3

34.1

37.2

8.6

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

週１回以上 数ヵ月に１回～月に数回 スポーツや運動はしない 無回答

【 全国学力・学習状況調査における平均正答率 】 

【 資料：全国学力・学習状況調査（文部科学省） 】 

【 どのくらいの頻度でスポーツや運動をしますか 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
38.9 

37.2 

34.1 

29.3 

18.4 

25.3 8.2 

8.6 

【 勉強が好きですか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

14.6 

7.3 

0.4 

0.2 

9.3 

9.8 

0.4 

6.7 23.0 

27.5 

34.9 

23.1 

24.7 

32.4 

29.3 

10.2 

11.1 

35.0 
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「子ども・若者の意識・実態調査」結果では、高校生で、１日に１時間以上勉強し

ている人の割合は、学年が上がるほど多くなる傾向にあります。一方、「全くしない」

が高校１年生で 19.5％、高校２年生で 16.3％、高校３年生で 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学生で自分が「約束や決まりを守る」と思う人の割合は、どの学年でも８割

を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.9

32.8

33.2

46.2

49.0

50.5

11.3

13.4

10.6

4.3

4.0

5.3

1.3

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

そう思う まあそう思う あまり思わない 思わない 無回答

19.5

25.2

56.6

34.5

38.5

14.0

26.4

20.0

12.5

19.5

16.3

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校１年生

高校２年生

高校３年生

2時間以上 1時間～2時間未満 1時間未満 全くしない

16.2

6.5

23.7

16.2

22.7

37.1

32.8

34.4

26.9

31.5

26.3

8.1

3.3

9.7

3.9

0.0

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

3時間以上 2時間～3時間 1時間～2時間 30分～1時間 ほとんどしない 無回答

【 学校の授業時間以外に１日にどれくらい勉強しますか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

26.9 

26.3 

31.5 32.8 

37.1 

34.4 22.7 

16.2 

23.7 

16.2 0.0 

0.4 

0.4 3.9 8.1 

9.7 

3.3 

6.5 

【 学校や塾の授業以外でどのくらい勉強をしていますか 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

19.5 

25.2 

56.6 14.0 

38.5 

34.5 26.4 

20.0 

12.5 16.9 

16.3 

19.5 

【 自分が約束や決まりを守ると思う 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

13.4 

10.6 

49.0 

50.5 

32.8 

33.2 

4.0 

5.3 

11.3 46.2 36.9 4.3 1.3 

0.8 

0.4 
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「子ども・若者の意識・実態調査」結果では、未成年者の非行への認識として、高

校生年代で前回調査時（小平市青少年の意識・実態調査 平成18（2006）年度実施）と比較す

ると、すべての項目で意識が高くなっています。18歳以上の若者では、飲酒と喫煙に

対する意識が低い傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、16 歳以上の若者に対して、「家庭で身につけるべき重要なこと」について尋

ねると、あいさつや行儀、礼儀作法と考える若者が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5

63.2

37.8

71.1

91.9

71.5

26.0

27.0

24.6

93.5

98.4

97.2

28.9

29.2

48.9

13.4

3.5

18.6

36.2

58.1

60.6

1.2

0.5

0.0

13.0

2.2

5.0

6.5

0.5

3.2

22.0

9.7

8.0

1.2

0.0

0.7

8.5

4.3

7.8

5.7

3.0

6.2

11.8

4.6

6.0

0.8

0.3

2.0

4.1

1.1

0.5

3.3

1.1

0.5

4.1

0.5

0.7

3.3

0.8

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（高校2年生）

高校生年代

学生・一般

前回調査（高校2年生）

高校生年代

学生・一般

前回調査（高校2年生）

高校生年代

学生・一般

前回調査（高校2年生）

高校生年代

学生・一般

お
酒
を
飲
む

た
ば
こ
を
吸
う

夜
間
に
外
出
す
る

（
午
後
1
0
時
～
翌
午

前
4
時
頃
）

覚
せ
い
剤
、
大
麻
、

麻
薬
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
を
使

用
す
る

絶対いけない ある程度は良い 良い わからない 無回答

73.0

58.1

49.2

50.8

56.5

45.1

43.5

27.3

30.5

26.5

17.0

24.9

10.8

1.6

1.9

0.3

76.1

60.1

53.5

50.5

60.6

53.7

41.1

39.7

36.9

23.9

19.1

29.8

13.1

1.1

0.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつや行儀、礼儀作法

規則正しい生活習慣

ルールや決まりを守る

自分のことは自分でする自立心

食事や食生活

健康管理

家の手伝い

健全な心

人付き合いや協調性

表現力や自己主張

勉強など知的な成長

個性の尊重

運動など身体的な成長

その他

特に重要だと思わない

無回答

高校生年代

学生・一般

【 未成年者の非行への認識 】 

■
お

酒
を

飲
む

 
■

夜
間

に
外

出
す

る

（
午

後

10時
～

翌
午

前

4時
頃

）
 

■
覚

せ
い

剤
、

大

麻
、

麻
薬

、
危

険
ド

ラ
ッ

グ
な

ど
の

薬
物

を
使

用
す

る
 

【 資料：青少年の意識・実態調査（H19.1）／子ども・若者の意識・実態調査 】 

■
た

ば
こ

を
吸

う
 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

45.5 28.9 13.0 4.1 8.5 

63.2 29.2 4.3 2.2 

37.8 48.9 7.8 

1.1 

5.0 0.5 

71.1 13.4 5.7 6.5 3.3 

91.9 0.5 3.5 3.0 

71.5 18.6 3.2 0.5 

1.1 

6.2 

26.0 36.2 22.0 4.1 

0.5 27.0 58.1 4.6 9.7 

24.6 60.6 0.7 6.0 

11.8 

8.0 

93.5 1.2 1.2 0.8 3.3 

98.4 0.0 0.5 0.3 0.8 

97.2 0.7 0.0 2.0 0.2 

【 家庭で身につけるべき重要なこと 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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自分を「大切な存在（好き）」だと思う人の割合は、小学校６年生で71.3％と最も

多くなっていますが、年齢が上がるほど少なくなる傾向にあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「将来に不安を感じている」と思う人の割合は、高校生年代で65.9％、18歳以上の

若者で73.8％となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、不安の内容として、高校生年代では進学や就職が多くなっています。18歳以

上の若者では、収入・生活費や仕事、結婚が多くなっています。 

 

 

65.9

73.8

15.4

14.7

18.6

11.2

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

感じている 感じていない わからない 無回答

18.4

16.1

40.8

46.3

30.3

23.4

10.0

13.7

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

そう思う まあそう思う あまり思わない 思わない 無回答

33.8

22.3

20.5

37.5

48.2

42.0

19.0

19.4

25.1

9.0

9.3

12.0

0.7

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

そう思う まあそう思う あまり思わない 思わない 無回答

【 自分を大切な存在だと思うか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

12.0 

19.0 

19.4 

25.1 

37.5 

48.2 

42.0 20.5 

22.3 

33.8 

0.8 

0.7 9.0 

9.3 

0.4 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【 将来に不安を感じているか 】 

11.2 

18.6 15.4 65.9 

14.7 73.8 0.4 

0.0 

【 自分のことが好きだと思うか 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

16.1 

18.4 

46.3 

40.8 30.3 

23.4 13.7 

10.0 

0.5 

0.5 
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地域活動への参加状況は、年齢が上がるほど少なくなる傾向にあり、「よく参加してい

る」が中学校３年生で 16.3％、高校生年代で 9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5

7.1

90.5

92.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

参加している 参加していない

35.1

22.3

16.3

43.4

49.8

41.3

20.8

25.9

42.0

0.7

2.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

よく参加している あまり参加していない ほとんど参加していない 無回答

45.9

42.2

64.8

51.6

32.0

14.3

17.2

26.2

16.8

9.4

20.5

35.7

11.9

1.2

63.9

9.4

6.5

38.9

42.1

25.0

27.9

41.3

18.3

15.1

13.9

29.6

6.3

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

収入・生活費

勉強

進学

就職

仕事

家族の生活

自分の健康

結婚

生きがい

孤独・孤立

友だちなどの人間関係

社会情勢・不況

なんとなく

その他

高校生年代

学生・一般

【 現在地域の活動に参加していますか 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

9.5 

92.9 7.1 

90.5 

【 将来への不安の内容 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【 地域のお祭りや清掃活動などに参加していますか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

16.3 

35.1 

22.3 

43.4 

49.8 

41.3 

20.8 

25.9 

42.0 

2.0 

0.4 

0.7 
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小平市では 19 の小学校区ごとに地域住民を主体とする青少年対策地区委員会が組

織され、青少年の健全育成を目的に、キャンプやコンサート、スポーツ大会、クリー

ン活動など地域に根差した多様な体験・交流行事が実施されています。また、青少年

リーダー養成講座や姉妹都市小平町との少年少女交歓交流事業などを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人式では新成人等で構成される実行委員会が企画運営を行い、ダンスフェスティ

バルでは高校生や大学生が進行や会場整理を担うなど、子ども・若者の参画による事

業を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

青少年リーダー養成講座 

ジュニア受講者数 

（小学 5･6 年生） 
40 40 40 40 40 

シニア受講者数 

（中学・高校生） 
44 44 51 56 57 

姉妹都市小平町との 

少年少女交歓交流 

訪問先 小平市 小平町 小平市 小平町 小平市 

参加人数 
小平市 20 18 14 20 17 

小平町 11 18 13 20 20 

中学校生徒意見発表会 意見発表者数 28※ 8 8 8 8 

青少年音楽祭 出演者数 318 341 343 347 319 

    
平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

成人式実行委員会 新成人委員数 7 17 7 8 7 

小平よさこいスクールダンス 

フェスティバル 
出演者数 926 948 951 907 909 

多摩六都ヤング・ダンス 

フェスティバル 
出演者数 523 549 576 490 484 

※平成 24 年度は「子ども・教育フォーラム」として実施 

【 資料：地域学習支援課 】 

【 市が実施している主な体験・交流事業 】 

【 子ども・若者が企画・運営に参画している活動 】 

【 資料：地域学習支援課 】 
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若者の失業率は、平成 22（2010）年を境に低下していますが、全年齢と比較すると、

高い状態にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、非正規雇用者の比率は、15～24 歳で平成 25（2013）年から、25～34 歳で平

成 26（2014）年から低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2

3.8
3.8

4.7

5.5

4.8
4.5 4.2

3.8
3.6

3.2

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

平成

18年

(2006)

平成

19年

(2007)

平成

20年

(2008)

平成

21年

(2009)

平成

22年

(2010)

平成

23年

(2011)

平成

24年

(2012)

平成

25年

(2013)

平成

26年

(2014)

平成

27年

(2015)

平成

28年

(2016)

15～24歳 25～34歳 35～44歳 全年齢

【 年齢階層別 完全失業率の推移（東京都） 】 

【 資料：労働力調査 】 

【 非正規雇用者比率（全国） 】 

※非正規雇用者比率とは，役員を除く雇用者に占める非正規の職員・従業員の割合の

ことをいう。 

35.1 35.2

36.7
37.4 37.5 37.5

32.3

31.2

32.3

30.7
29.8

28.6

26.4 26.5
27.4

28.0
27.3

26.4

20%

24%

28%

32%

36%

40%

平成23年

(2011)

平成24年

(2012)

平成25年

(2013)

平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年

(2016)

全体 15歳～24歳（在学者を除く） 25歳～34歳

【 資料：労働力調査 】 
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｢子ども・若者の意識・実態調査｣結果の就労状況では、働いている人（在学中を除

く。）のうち非正規雇用の割合が 27.0％となっています。年齢区分で見ると、18～21

歳で 42.1％、22～25歳で 25.5％、26～29歳で 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.9

74.5

74.2

73.0

42.1

25.5

25.8

27.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～21歳

22～25歳

26～29歳

全体

正規雇用 非正規雇用

【 正規・非正規雇用の状況（実態調査データから） 】 

※在学中を除く。 

※非正規雇用者は、契約社員、派遣社員、パート・アル

バイト、専門職・技術職と答えた人で算出 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

57.9 

74.5 

42.1 

25.5 

74.2 

73.0 

25.8 

27.0 
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【 ひきこもり群の定義・推計数（全国・小平市） 】 

 

 

国勢調査結果によると、平成 27（2015）年の小平市の若年無業者（ニート）の若者

は 694人、人口に占める割合は 1.5％で、前回調査時と比較すると増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成 27（2015）年度に実施した「若者の生活に関する調査」結果（内閣府）か

ら推計されるひきこもりの若者（15 歳～39 歳）は、全国で 54.1 万人となっています。 

小平市が実施した「子ども・若者の意識・実態調査」結果（16 歳～29 歳）から、

ひきこもりの若者を算出すると、有効回収率に占める割合が 1.5％（広義のひきこも

り）となり、約 460人のひきこもりの若者がいる計算となります。 

 

 

 

  

有効回収率に 

占める割合（％） 
推計数 

  
全国 小平市 全国 小平市 

狭義の 

ひきこもり 

普段は家にいるが，近所のコンビ

ニなどには出かける 
0.35 0.22 

12.1 

万人 計 

17.6 

万人 

67 人 計 

165 

人 自室から出るが，家か らは出な

い、自室からほとんど出ない 
0.16 0.32 

5.5 

万人 
98 人 

  
    

準ひきこもり 
普段は家にいるが，自分の趣味に

関する用事の時だけ外出する 
1.06 0.96 36.5 万人 294 人 

広義のひきこもり  1.57 1.50 54.1 万人 459 人 

  

 

 

 

 

 

 

 

※市のひきこもり群の算出について（16歳から29歳で算出） 

外出頻度から下記を除外したもので算出（推計数について、平成 29(2017)年 1 月 1 日現在の 16 歳から 29 歳の人口 30,575 人で算出） 

 ①経過期間が 6カ月未満の者 

 ②現在働いていますかに専業主婦・主夫又は家事手伝いと回答した者 

 ③自由な時間の過ごし方で「仕事・アルバイトをする」「家事や家の仕事の手伝いをする」 
 

※国の算出方法（Ｈ27）（15歳から39歳で算出） 

外出頻度から下記を除外したもので算出（総務省「人口推計」（2015 年）15～39 歳人口 3,445 万人から算出） 

 ①経過期間が 6カ月未満の者 

 ②下記現在の外出頻度きっかけの者 
  妊娠した/その他で、自宅で仕事をしているや出産、育児をしている/病気を選択肢し病名が統合失調症又は身体的な病気を記入したもの 

 ③あなたは現在はたらいておられますかに専業主婦・主夫又は家事手伝いと回答した者 

④普段自宅にいるときによくしていることで「家事や育児」をすると回答した者 

478 526

1,330 

662 522 694

0.8
0.9

2.2

1.2
1.1

1.5

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成2年

(1990)

平成7年

(1995)

平成12年

(2000)

平成17年

(2005)

平成22年

(2010)

平成27年

(2015)

小平市 全国 東京都 小平市

【 資料：「若者の生活に関する調査」（平成 27 年度内閣府）／ 子ども・若者の意識・実態調査 】 

【 若年無業者数と人口に占める割合の推移 】 

若年無業者：15歳から 34 歳までの非労働力人口のうち家事も通学もしていない者 

【 資料：国勢調査 】 

(人) 

1,330 

478 526 662 522 694 
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平成 28（2016）年度の不登校児童生徒数は、小学校で 49 人（出現率 0.53％）、中

学校で 139人（出現率 3.43％）となっています。 
 

 

 

     

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

137 136 127 139 149
127 139

3.33 3.26
3.03

3.27

3.58

3.11

3.43

0%

1%

2%

3%

4%

0

50

100

150

200

250

300

平成22年度

(2010)

平成23年度

(2011)

平成24年度

(2012)

平成25年度

(2013)

平成26年度

(2014)

平成27年度

(2015)

平成28年度

(2016)

小平市 東京都 小平市

44
38

32
38

33

53 49

0.47

0.42

0.36

0.43

0.37

0.58

0.53

0.0%

0.1%

0.2%

0.3%

0.4%

0.5%

0.6%

0.7%

0

25

50

75

100

平成22年度

(2010)

平成23年度

(2011)

平成24年度

(2012)

平成25年度

(2013)

平成26年度

(2014)

平成27年度

(2015)

平成28年度

(2016)

【 不登校児童生徒数及び出現率 】 

－ 小学校 — (人) 

44 
38 

32 
38 

33 

53 
49 

【 資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査報告 】 

－ 中学校 — 

※不登校：年度間に連続又は断続して３０日以上欠席した児童生徒で、何らかの心理的、情緒的、身

体的、あるいは社会的要因・背景により、児童生徒が登校しないあるいはしたくともでき

ない状況にある者（ただし、「病気」や「経済的理由」による者を除く。）をいう。 

(人) 

136 127 
139 149 

127 137 139 
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平成 28（2016）年度のいじめの認知件数は、小学校で 247件、中学校で 111件とな

っています。 

 

 

 

 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

小学校 240 193 106 247 

中学校 141 141 152 111 

 

 

 

「子ども・若者の意識・実態調査」結果では、小学生や中学生の頃に学校で経験し

たことを尋ねたところ、不登校を経験した人の割合が高校生年代で 5.4％、18 歳以上

の若者で 7.3％となっています。いじめられた人の割合は高校生年代で 17.3％、18 歳

以上の若者で 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 いじめの認知件数 】 

【 資料：児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査報告 】 

91.6

75.4

11.6

5.4

10.0

17.3

14.9

7.3

28.9

15.1

8.1

7.0

11.4

17.0

1.6

0.8

1.1

81.0

62.1

8.9

7.3

16.7

30.5

20.2

10.8

33.2

16.0

11.2

11.5

14.5

22.5

1.2

0.9

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友だちとよく話をした

親友がいた

友だちといるよりも一人で

遊んでいる方が楽しかった

不登校を経験した

友だちをいじめた

友だちにいじめられた

いじめを見て見ぬふりをした

いじめを仲裁した

我慢をすることが多かった

学校の勉強についていけなかった

学校の先生との関係が

うまくいかなかった

学校に良い思い出がない

人と話したり一緒に行動したり

するのが苦手であった

集団の中で過ごすことが

苦手であった

その他

あてはまるものはない

無回答

高校生年代

学生・一般

(件) 

【 小学生や中学生の頃に学校で経験したこと 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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小平市内の非行少年等の検挙・補導状況は、年々減少傾向にありましたが、平成 25

（2013）年以降は 50～60人前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不良行為少年の補導人員も年々減少傾向にありましたが、平成 26（2014）年から増

加しています。その９割以上を占めるのが深夜はいかいと喫煙で、「子ども・若者の

意識・実態調査」結果においても、高校生以上で「夜間に外出する」ことを絶対いけ

ないと意識している人の割合が、前回調査時から改善しておらず、非行への認識とし

て希薄であることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.0

27.0

24.6

36.2

58.1

60.6

22.0

9.7

8.0

11.8

4.6

6.0

4.1

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（高校2年生）

高校生年代

学生・一般夜
間
に
外
出
す
る

（
午
後
1
0
時
～
翌
午

前
4
時
頃
）

絶対いけない ある程度は良い 良い わからない 無回答

119 108
89

46 45 46 36

19
14

5

2 3
12

13

6

5

5

5 8
5

3

0

40

80

120

160

平成22年

(2010)

平成23年

(2011)

平成24年

(2012)

平成25年

(2013)

平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年

(2016)

犯罪少年 触法少年 特別法犯少年 ぐ犯少年

696 659
526

293

511
625 582

176
92

61

42

70

42
23

4

10

5

1

3

3
5

0

300

600

900

平成22年

(2010)

平成23年

(2011)

平成24年

(2012)

平成25年

(2013)

平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年

(2016)

深夜はいかい 喫煙 飲酒 その他

【 不良行為少年の補導人員 】 

【 資料：警視庁の統計 ※グラフ内の数字は小平警察署の値 】 

(人) 

176 

5 

10 
92 

3 

1 

5 

4 

3 

696 

61 

659 
526 

42 

70 

42 
23 

293 

511 
625 

582 

8 

4 

3 

9 

4 

8 5 

【 非行少年等の検挙・補導状況 】 

【 資料：警視庁の統計 ※グラフ内の数字は小平警察署の値 】 

刑法犯少年：「刑法」に規定する罪を犯した犯罪少年（罪を犯した 14 歳以上 20 歳未満の少年）及び触
法少年（刑罰法令に触れる行為をした 14 歳未満の少年）の総称。 

特別法犯少年：特別法令（刑法犯以外の犯罪。覚せい剤取締法違反、売春防止法違反など）に違反する
行為をした犯罪少年及び触法少年 

ぐ犯少年：保護者の正当な監督に服しない性癖があるなど一定の事由があって、その性格又は環境に照
らして、将来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れる行為をするおそれのある少年。 

 

(人) 

13 
12 

14 

19 

5 
3 8 5 

5 

5 

6 
8 

119 108 

5 

2 

0 

1 

89 2 

46 

3 

45 

0 

46 36 

0 
6 

【 未成年者の非行への認識 】 

■
夜

間
に

外
出

す
る

（
午

後

10時
～

翌
 

午
前

4時
頃

）
 

【 資料：青少年の意識・実態調査（H19.1）／子ども・若者の意識・実態調査 】 

24.6 60.6 

58.1 

36.2 22.0 11.8 

9.7 

8.0 6.0 

4.1 

27.0 

26.0 

4.6 0.5 

0.7 
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子どもの相対的貧困率は、平成 24（2012）年の 16.3％から平成 27（2015）年に

13.9％となり、やや改善しましたが、子どもの貧困問題への対応が社会的な課題とな

っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小平市の貧困の状況を表す参考指標として、生活保護の被保護世帯数及び保護率や

就学援助を見ると、生活保護世帯数及び保護率が増加していますが、高齢者世帯の増

加によるものです。また、就学援助の受給者数は、この数年減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,977 2,148 2,253 2,332 2,362 2,399 2,426 

14.9 
16.3 16.8 17.0 17.2 17.1 17.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成22年

(2010)

平成23年

(2011)

平成24年

(2012)

平成25年

(2013)

平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年

(2016)

被保護世帯 国 東京都 小平市

809 875 934 983 1,040 1,099 1,143 

139 
155 155 155 154 150 149 

701 
740 

801 798 788 810 811 
328 

378 
363 396 380 340 323 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成22年

(2010)

平成23年

(2011)

平成24年

(2012)

平成25年

(2013)

平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年

(2016)

その他の世帯 傷害・障害者世帯 母子世帯 高齢者世帯

【 子どもの相対的貧困率（全国） 】 

12.1%

13.4%

14.5%

13.7%
14.2%

15.7%
16.3%

13.9%

10%

12%

14%

16%

18%

平成6年

（1994）

平成9年

（1997）

平成12年

（2000）

平成15年

（2003）

平成18年

（2006）

平成21年

（2009）

平成24年

（2012）

平成27年

（2015）

【 資料：国民生活基礎調査 】 

【 世帯類型別生活保護世帯数(除 停止世帯)推移 】 

【 資料：生活支援課 】 

(世帯) 

高齢者世帯 母子世帯 傷害・障がい者世帯 その他の世帯 

811 

378 

740 

328 

701 

363 

801 798 

396 
323 340 

810 788 

380 

139 

149 150 154 155 155 155 

1,143 1,099 1,040 983 875 934 809 

【 生活保護世帯数(除 停止世帯)と保護率の推移 】 
(‰) (世帯) 

1,977 2,148 2,253 2,332 2,362 2,399 2,426 
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ひとり親家庭は、平成 27（2015）年の国勢調査によると、ひとり親世帯数が 863 世

帯（母子世帯 791 世帯、父子世帯 72 世帯）となり、前回調査時より減少しています。

世帯数に占める割合は、東京都とほぼ変わりませんが、全国と比較すると低くなって

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

153 141 140 149 139 156

1,337 1,305 1,242 1,159 1,131 1,041 

1.68 1.57 1.57 1.65 1.52 1.69

14.66 14.51
13.90

12.87
12.36

11.26

0.00%

3.00%

6.00%

9.00%

12.00%

15.00%

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

平成23年度

(2011)

平成24年度

(2012)

平成25年度

(2013)

平成26年度

(2014)

平成27年度

(2015)

平成28年度

(2016)

【 ひとり親世帯数と全世帯数に占める割合の推移 】 

【 資料：国勢調査 】 

(世帯) 

99 
103 117 

112 

72 

629 
788 

886 855 791 

【 資料：学務課 】 

－ 中学校 － 

(人) 

694 749 
797 809 832 

1.99 1.87 2.00 

7.7 

2.47 

7.7 

2.44 2.29 

7.7 

83 96 82 76 104 103 

779 

18.69 19.04 19.55 19.43
18.33

17.11

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

0

300

600

900

1,200

平成23年度

(2011)

平成24年度

(2012)

平成25年度

(2013)

平成26年度

(2014)

平成27年度

(2015)

平成28年度

(2016)

要保護者 準要保護者 要保護者認定率 準要保護者認定率

1.08

1.21

1.29

1.17
1.04

0.0%

0.3%

0.6%

0.9%

1.2%

1.5%

1.8%

0

500

1,000

1,500

2,000

平成7年

(1995)

平成12年

(2000)

平成17年

(2005)

平成22年

(2010)

平成27年

(2015)

母子世帯 父子世帯 全国

東京都 小平市

【 就学援助受給者数・認定率の推移 】 

－ 小学校 － 

(人) 

1.68 

7.7 
1.57 

7.7 
1.57 

7.7 

1.65 1.52 1.69 

7.7 

1,337 1,305 1,242 1,159 1,131 1,041 

153 141 140 149 139 156 
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国勢調査によるひとり親世帯には「三世代同居」等は含まれないため、三世代同居

を含む児童扶養手当受給資格者世帯数を見ると、平成 28（2016）年度に 1,424 世帯と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子ども・若者の意識・実態調査」で家の暮らし向きを尋ねたところ、高校生年代

では 46.5％、18 歳以上の若者では 45.9％が「ふつう」と回答しています。また、「や

や低い」または「低い」と回答した人は高校生年代で 7.8％、18 歳以上の若者で 14％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとり親家庭に限って見ると、「やや低い」または「低い」と回答した人は高校生

年代で 22.2％、18 歳以上の若者で 24.3％となり、ひとり親家庭以外と比較すると多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4

21.1

4.5

14.9

17.8

28.2

16.7

33.0

55.6

44.9

54.5

43.9

8.9

5.6

18.2

7.0

13.3

0.3

6.1

0.9

0.0

0.0

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり親家庭

ひとり親家庭以外

ひとり親家庭

ひとり親家庭以外

高
校
生
年
代

学
生
・
一
般

かなり良い やや良い ふつう やや低い 低い 無回答

18.9

11.0

26.8

28.5

46.5

45.9

5.9

11.3

1.9

2.7

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

かなり良い やや良い ふつう やや低い 低い 無回答

【 家の暮らし向き 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

45.9 

46.5 

28.5 

26.8 

11.0 

18.9 

11.3 

0.0 

0.5 

1.9 

2.7 

5.9 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

【 家の暮らし向き×ひとり親家庭 】 

■
高

校
生

年
代

 
■

学
生

・
一

般
 

4.5 

4.4 55.6 

28.2 

17.8 

16.7 

33.0 

21.1 

14.9 

18.2 

13.3 

43.9 

54.5 

44.9 0.3 5.6 

8.9 

6.1 

7.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 0.9 

1,382 1,395 1,398 1,405 1,424 

0

500

1,000

1,500

2,000

平成24年度

(2012)

平成25年度

(2013)

平成26年度

(2014)

平成27年度

(2015)

平成28年度

(2016)

【 児童扶養手当受給資格者世帯数 】 

※障がい者世帯除く 
 

【 資料：子育て支援課 】 

(世帯) 

1,382 1,395 1,398 1,405 1,424 
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小平市が対応した養護相談※の件数は、平成 26（2014）年度の 488 件を境に減少し

ており、児童虐待相談件数の割合も減少傾向にあります。養護相談の内容は、被虐待

児や家庭環境が多くなっています。 
※養護相談：父又は母等保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困難児、棄児、迷子、虐待を受け

た子ども、親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ児童等環境的問題を有する子ども、養子縁組に関する相談。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
孤児 迷子 

被虐 

待児 

養   育   困   難 
その他 

家出 死亡 離婚 傷病 出産 就労 
拘置 

拘留 

家庭 

環境 
その他 合 計 

平成 23 年度 

（2011） 
0 0 128 2 1 3 38 44 5 4 129 3 229 13 

平成 24 年度 

（2012） 
0 0 181 4 3 4 31 27 7 3 140 7 226 10 

平成 25 年度 

（2013） 
0 0 166 2 0 2 24 30 5 2 80 6 151 2 

平成 26 年度 

（2014） 
1 0 317 2 0 2 33 26 6 0 88 9 166 4 

平成 27 年度 

（2015） 
0 0 216 0 0 8 25 15 8 2 111 7 176 5 

平成 28 年度 

（2016） 
0 0 181 0 0 4 32 29 5 0 84 1 155 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 資料：子育て支援課 】 

【 子ども家庭支援センター 養護相談の内容 】 
(件) 

【 子ども家庭支援センター 養護相談受付状況 】 

【 資料：子育て支援課 】 

(件) 

242 
236 

153 

171 

181 
158 

128 
181 166 

317 
216 181 

34.6

43.4

52.0

65.0

54.4 53.4
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平成23年
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平成24年
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平成25年
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平成26年

(2014)

平成27年

(2015)

平成28年度

(2016)

児童虐待相談 その他の相談 相談件数に占める児童虐待相談の割合
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家族の人とよく話す人の割合は６割以上となっていますが、学年が上がるほど少な

くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自由な時間の使い方では、「パソコンや携帯電話を利用する」が高校生年代

で 78.4％、18歳以上の若者で 79.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.0

24.7

21.2

48.2

47.4

40.3

20.8

21.9

26.5

3.8

5.3

11.0

0.2

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

毎日話す よく話す あまり話さない ほとんど話さない 無回答

80.0

64.4

15.4

21.8

4.1

8.7

0.5

4.8

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

よく話す たまに話す あまり話さない 話さない 無回答

64.1

78.4

40.3

59.5

35.9

30.0

5.1

21.6

31.4

1.9

13.0

8.4

7.6

0.5

3.2

55.7

79.1

32.8

38.3

22.9

30.9

5.1

20.2

53.2

3.9

21.3

28.7

8.9

0.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビを見る

パソコンや携帯電話を利用する

ゲームをする

ラジオや音楽を聴く

勉強をする

本を読む

新聞を読む

スポーツをする

買い物に行く

ボランティア活動に参加する

家事や家の仕事の手伝いをする

仕事・アルバイトをする

その他

自由な時間はない

無回答

高校生年代

学生・一般

【 自由な時間の使い方 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

【 ふだん家族と話をしますか 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

21.8 

15.4 80.0 

64.4 0.4 4.8 

4.1 

8.7 

0.5 0.0 

【 学校であったことや友だちのことなどを家族に話しますか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

21.9 

20.8 48.2 

47.4 

40.3 21.2 

24.7 

27.0 

11.0 26.5 1.1 

0.8 

0.2 

5.3 

3.8 
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【 放課後子ども教室の実施状況 】 

【 学校支援ボランティアの活動状況 】 

54.4

48.6

47.3

28.6

17.7

41.5

45.7

46.3

65.9

68.3

3.1

3.2

6.0

5.1

14.0

1.0

2.4

0.4

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

高校生年代

学生・一般

たくさんいる 少しいる いない 無回答

 

小・中学校では、放課後子ども教室や学校支援ボランティアなど、地域の方たちの

協力による活動が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生以上では、近所で会ったときにあいさつをする人がいる割合は８割を超えて

いますが、地域活動への参加は１割に満たない状況もあり、年齢が上がるほど地域と

のつながりが薄くなっていく傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

平成 

22 年度 

(2010) 

平成 

23 年度 

(2011) 

平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

小
学

校
 

実施校数 13 15 18 18 19 19 19 

回数 2,229 2,575 3,187 3,350 3,636 3,499 3,666 

参加延べ人数 57,055 59,284 79,482 76,733 89,306 85,534 91,119 

中
学

校
 

実施校数 

 
   

2 4 5 

回数 132 281 401 

参加延べ人数 2,641 4,108 7,053 

  

平成 

22 年度 

(2010) 

平成 

23 年度 

(2011) 

平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

活動延べ人数 40,098 34,796 37,831 34,615 37,019 36,070 28,874 

活動延べ時間 58,892 64,189 67,862 57,075 60,346 51,656 39,225 

【 資料：地域学習支援課 】 

 

【 資料：指導課 】 

 

【 近所で会ったときにあいさつする人の有無 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査／子ども・若者の意識・実態調査 】 

54.4 

48.6 

47.3 

28.6 

17.7 

41.5 

45.7 

46.3 

65.9 

68.3 14.0 

3.1 

3.2 

6.0 

5.1 

1.0 

2.4 

0.4 

0.3 

0.0 
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39.7

17.3

11.9

24.5

39.7

20.3

9.9

1.5

15.2

1.5

48.1

17.6

13.2

18.3

36.8

25.4

9.4

3.1

13.0

2.1

0% 20% 40% 60%

地域でどのような活動が行われているか知らない

一緒に参加する友だち・知人がいない

参加方法がわからない

時間や日程が合わない

参加する時間的余裕がない

地域の活動には興味がない

地域の活動が盛んではない

その他

特に理由はない

無回答

高校生年代

学生・一般

地域活動に参加していない理由として、「地域でどのような活動が行われているか

知らない」、「参加する時間的余裕がない」が４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 地域活動に参加していない主な理由 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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携帯電話・スマートフォンの保有状況は、小学校６年生で 58.0％、中学校３年生で

は 72.1％、高校生以上になると 98％を超えており、携帯電話・スマートフォンの普

及が進んでいることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用時間を見ると、高校生年代で「１時間から３時間」、18 歳以上の若者で「２時

間から３時間」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、小・中学生で、携帯電話またはスマートフォンを使っていないと仲間はずれにさ

れたり、友だちとトラブルになったことがある人が一定数おり、学年が上がるほど多くな

る傾向にあります。インターネット等で被害にあったことがある人は、高校生年代で３割、

18歳以上の若者で５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

9.2

4.3

21.4

13.5

26.5

20.7

20.8

25.0

8.9

14.0

3.0

8.5

8.4

12.9

1.9

0.7

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生年代

学生・一般

30分以内 1時間ぐらい 2時間ぐらい 3時間ぐらい 4時間ぐらい

5時間ぐらい 5時間以上 持っていない 無回答

58.0

63.6

72.1

98.1

98.9

41.3

36.0

26.9

1.9

0.7

0.7

0.4

1.1

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

高校生年代

学生・一般

使っている 使っていない 無回答

【 携帯電話・スマートフォンを使っているか 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査／子ども・若者の意識・実態調査 】 

58.0 

63.6 

72.1 

98.1 

98.9 

26.9 

36.0 

41.3 

0.7 

1.9 

0.7 

0.4 

1.1 

0.0 

0.4 

【携帯電話・スマートフォンの 1 日あたりの平均使用時間】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

8.9 

0.4 0.7 8.5 4.3 

9.2 3.0 0.0 1.9 8.4 

12.9 14.0 25.0 20.7 13.5 

20.8 26.5 21.4 
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1.4

1.1

8.5

5.4

0.6

87.0

0.3

3.2

5.7

23.6

20.4

1.9

61.8

1.9

2.0

7.4

31.9

35.3

2.0

47.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

使っていないと友だちと話が合わない

仲間はずれにされる

友だちとトラブルになったことがある

（使い方で）家族に注意されたり

しかられたりする

（使っていて）夢中になり、勉強など

他にしなければならないことをしない

上記以外でいやな思いをしたことがある

特にない

無回答

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

6.9

3.3

1.7

1.7

4.1

1.1

20.4

1.7

0.0

0.3

66.4

2.8

15.4

3.2

1.4

1.1

3.0

3.2

38.7

2.0

0.7

0.2

45.3

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身におぼえのない料金を請求された

知らないうちに会員登録や

契約をしてしまった

インターネットショッピングなどで

詐欺にあった

オンラインゲームで被害にあった

LINEやTwitter、Facebook、メールなどで、

中傷やいやがらせを受けた

名前や住所、メールアドレスなど

個人情報や写真を勝手に使用された

迷惑メールが頻繁に送られてきた

コンピュータウイルスに感染した

つきまとい、いやがらせなど、

現実の犯罪やトラブルに巻き込まれた

その他

被害にあったことはない

無回答

高校生年代

学生・一般

【インターネットトラブルの内容】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 

【携帯電話またはスマートフォンを使用しての出来事 】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 
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平成 28（2016）年度中の小平市内の不審者情報は９件となっています。また、「こど

も 110番のいえ」は、約 1,800 か所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学生に家族の人と防犯・安全のためにしていることを尋ねると、全学年で

「出かけるときはどこへ誰といくのか話をする」が最も多く、次いで「夜遅い時間に

外に出ない」となっています。小学校６年生では、「防犯ブザーをもつ」や「こども

110 番のいえの場所を確認している」が２割となっていますが、中学生では１割に満

たない状況です。中学校３年生では、防犯・安全のために何もしていない人が 15.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度 

(2016) 

声かけ 5 

公然わいせつ 4 

合 計 9 

※平成 28 年 5 月事業開始 

 

平成 

22 年度 

(2010) 

平成 

23 年度 

(2011) 

平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

家庭、商店 

事業所等 
1,754 1,818 1,801 1,849 1,856 1,826 1,797 

【防災・防犯緊急情報メールマガジンの配信情報】 

(件) 

【 資料：地域安全課 】 

【こども 110番のいえの推移】 

【 資料：地域安全課 】 

74.3

56.2

31.0

22.6

52.1

18.9

47.4

22.3

22.8

4.8

3.0

2.1

0.0

74.9

54.7

29.1

23.5

49.0

13.0

51.0

4.5

9.7

1.6

6.1

2.8

0.0

56.9

40.6

23.3

13.1

37.1

10.6

34.6

1.4

4.2

1.8

15.2

4.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

出かけるときは

どこへ誰と行くのか話をする

夜遅い時間に外に出ない

犯罪や事件のニュースの話をする

一人で行動しないようにする

友だちと登校・下校するようにし

ている

不審者情報など犯罪や

事件の情報を収集する

地域・近所の人と

顔見知りになる・あいさつをする

防犯ブザーをもつ

こども110番のいえの

場所を確認している

その他

何もしていない

わからない

無回答

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

(か所) 

「こども 110番のいえ」 

のプレート 

【家族の人と、防犯・安全のためにしていること】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 
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小平市では、子育てに関する相談を様々な窓口で受けていますが、その中心的な役

割を果たす子ども家庭支援センターには、平成 28 年度に 4,888 件の相談が寄せられ

ています。また、経済的に困っている方を対象とした相談窓口である こだいら生活

相談支援センターへの相談は 240 件あり、そのうち若者からの相談件数は、20 代まで

が 28件、30 代が 42件となっています。教育に関する相談窓口である教育相談室には、

面談 354件、電話 511件の相談が寄せられています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子ども・若者に困っていることや悩んでいることを尋ねたところ、小・中学生は勉

強のことや将来のことが多くなっています。高校生年代では勉強や進学が多く、18 歳

以上の若者は収入や生活費、仕事関係が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 

22 年度 

(2010) 

平成 

23 年度 

(2011) 

平成 

24 年度 

(2012) 

平成 

25 年度 

(2013) 

平成 

26 年度 

(2014) 

平成 

27 年度 

(2015) 

平成 

28 年度 

(2016) 

子ども 

家庭支援 

センター 

合 計 4,251 3,857 3,322 3,626 4,690 5,519 4,888 

内訳)  虐待関係 1,165 899 1,002 1,194 2,342 2,586 2,207 

家庭･生活環境 1,533 1,432 1,025 1,048 1,178 1,611 1,281 

その他(育児･発育等) 1,553 1,526 1,295 1,384 1,170 1,322 1,400 

こだいら 

生活相談 

支援センター 

来 所・電 話 

※平成 27 年度開設  

331 240 

内訳) ～20代 24 28 

30代 50 42 

教育相談室 
面 談 225 234 272 295 260 324 354 

電 話 356 332 410 425 438 472 511 

【 各相談窓口 相談件数の推移 】 
(件) 

【 資料：子育て支援課、生活支援課、指導課 】 

7.2

20.0

11.1

29.0

14.8

27.4

15.6

1.3

38.9

2.0

5.3

15.8

13.4

43.3

12.1

33.2

11.3

2.0

30.0

4.0

10.2

13.1

14.1

69.3

11.3

50.5

12.7

2.5

15.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族のこと

友だちのこと

学校のこと

勉強のこと

塾や習い事のこと

将来のこと

健康や体のこと

その他

悩みや不安はない

無回答

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

46.2

59.2

13.5

1.9

0.5

20.3

6.2

7.6

13.8

3.0

23.5

23.5

8.4

3.5

5.1

4.3

23.8

1.6

17.0

1.4

16.1

7.3

27.0

26.4

5.3

13.5

8.3

15.8

16.5

6.2

22.5

20.0

9.8

3.2

29.8

4.4

23.8

3.5

15.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校での勉強や成績のこと

進学のこと

就職のこと

仕事や職場のこと

子育てのこと

友だちや仲間との人間関係

家族関係

恋人との交際に関すること

気分や体調のこと

病気のこと

性格のこと

容姿のこと

政治や社会のこと

地域や環境の問題のこと

収入や生活費のこと

自分の居場所がないこと

なんとなく不安であること

その他

特に困っていることや悩みごとはない

無回答

高校生年代

学生・一般

【悩んでいることや不安に思っていること】 【困っていることや悩んでいること】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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また、悩みや不安の相談先は、小・中学生では親と友だちが多くなっていますが、

自分で解決する人も３割以上となっています。高校生以上の若者も同様に、親と友だ

ちが多くなっていますが、誰にも相談しない人が１割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.4

73.5

9.2

4.9

0.0

3.8

14.6

1.1

2.7

0.0

2.4

1.1

3.5

0.8

14.9

1.4

56.9

66.5

15.6

17.2

9.9

1.6

4.6

11.9

5.3

0.2

2.3

1.4

3.2

1.6

12.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

親

友だち

先輩

交際相手

配偶者

祖父母

学校の先生

職場の同僚・上司

カウンセラー・精神科医

行政などの専門相談機関

ネット上の知り合い

ネット上の質問サイト

その他

相談する人がいない

誰にも相談しない

無回答

高校生年代

学生・一般

61.2

14.4

8.3

44.3

2.8

14.4

0.3

8.0

6.4

1.1

2.5

38.8

2.8

6.9

0.3

63.6

23.6

6.7

47.9

7.9

13.9

1.2

10.9

0.6

0.0

4.8

35.2

4.8

6.7

0.6

48.3

16.1

3.0

58.1

9.3

21.2

1.3

22.0

2.1

1.3

3.8

44.1

3.4

5.1

0.0

0% 20% 40% 60%

親

兄弟姉妹

おじいさんやおばあさん、いとこ

など

友だち

先輩・後輩

学校の先生

近所の人

塾や習い事の先生

学校のスクールカウンセラー

電話相談

インターネットへの書き込み

自分で解決する

その他

相談したい・できる人がいない

無回答

小学校６年生

中学校１年生

中学校３年生

【悩みや不安があるときの相談先】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 】 

【 資料：子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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小平市の青少年施策に求めることは、「お金の心配をすることなく学べる（進学・塾

にいくこと）ように支援する」がすべての年代で多くなっています。また、「自由に過

ごせる場を増やす」は中学校１年生で 54.7％と最も多くなっていますが、年齢が上がる

ほど少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.0

38.9

15.0

54.7

10.5

24.3

22.7

3.6

13.4

2.4

49.8

37.8

14.8

48.1

10.2

8.8

14.1

6.0

14.5

8.1

46.8

28.6

11.1

41.4

4.1

11.1

11.4

6.8

13.0

8.4

43.3

30.5

10.8

23.6

6.2

18.1

22.5

13.1

13.5

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

お金の心配をすることなく学べる

（進学・塾にいくこと）ように支援する

就職に向けた相談やサポート体制

を充実させる

イベントやボランティアなどの

自主的な活動を支援する

自由に過ごせる場を増やす

自分の意見を発表できる機会を増やす

悩みを相談できる場や機会を増やす

参加したり過ごしたりできる場や

イベントなどの情報を提供する

その他

特にない

無回答

中学校１年生

中学校３年生

高校生年代

学生・一般

【若者のために小平市に必要な取組】 

【 資料：小平市の教育に関するアンケート調査 ／子ども・若者の意識・実態調査 】 

(18 歳～29歳) 

(16 歳～18歳) 
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小平市は、平成 15（2003）年３月に青少年施策を総合的・計画的に推進することを目的

として「小平市青少年育成プラン」を策定しました。その後、平成 20（2008）年度から平

成 29（2017）年度までを計画期間とする「第２次小平市青少年育成プラン」に改定し、

「健康ではつらつとした青少年の育成をめざして」、「安全・安心でいきいきとしたくら

しをめざして」、「快適でほんわかとする環境をめざして」の３つの基本目標の実現に向

けて、多岐にわたる青少年施策を実施してきました。 

このように、小平市では、青少年育成プランの推進が

青少年の健全な育成に貢献し、先の実態調査や統計デー

タから特に悪い結果や深刻な状況は見られませんでした。

しかしながら、昨今のひきこもりや児童虐待、貧困など

子ども・若者をめぐる様々な問題が深刻化・複雑化して

いる状況は、小平市においても例外ではありません。 

そこで、これまで小平市が取り組んできた青少年施策

を推進しながら、昨今の社会情勢を踏まえた今後取り組

むべき主な課題を、次のとおりとします。 

 

 

 

子ども・若者が成長し自立するためには、学力・体力をはじめ、基本的な生活習慣、

規範意識、コミュニケーション能力などを基盤とした社会を生き抜く力を身につける 

ことが必要です。 

現代の子ども・若者には、柔軟で豊かな感性や国際性、ボランティア活動への積極的

な参加や社会貢献への高い意欲と積極性が見受けられると言われていますが、一方で、

家庭の教育力の低下や、成長の糧となる生活体験・自然体験活動の機会の減少、地域と

のつながりや人間関係の希薄化などを背景に、思いやりや人権尊重の心の欠如、規範意

識・コミュニケーション能力の低下、自己肯定感の低さなどが指摘されています。 

また、不安定な雇用・経済情勢などから、将来への不安を感じ、将来に明るい希望を

持てない状況が浮かび上がっています。 

小平市では、保育園・幼稚園、義務教育において子どもの人間形成の基礎を培いなが

ら、学校外における学習やスポーツイベント、青

少年リーダー養成講座、青少年音楽祭などの体験

活動や自己表現の場を提供してきました。 

今後も、このような子ども・若者が主体的に関

わることができる活動や体験を通して、自信や自

己肯定感の向上につながり、生きる力を育む取組

を、引き続き推進していくことが必要です。 

第２次小平市青少年育成プラン 
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日本社会の雇用に多く見られる新卒一括採用の慣行等のため、新卒時に一度失敗して

しまうと再就職しづらいなど、チャレンジしにくい環境となっています。また、昨今の

雇用情勢は改善傾向にありますが、望まないフリーターなど就労状態の不安定な若者や、

学校卒業後も無業でいる若者など、経済的に自立できない若者が増加しています。 

また、学業においても、特に経済面や養育力に課題を抱えた家庭の子どもは、一度学

習に遅れが生じてしまうと、それを取り戻すことが容易でない状況にあります。 

このような現状を受け、子ども・若者がその能力や個性を発揮し、仮に失敗しても何

度でもチャレンジできる機会を与えられ、努力が報われる社会が望まれます。 

小平市では、学習については、生活困窮者自立支援制度に基づく学習支援事業や、学

校における放課後子ども教室、民間団体などの取組により着実に歩みを進めつつありま

すが、就労については、東京しごとセンタ

ーやハローワーク等との連携に軸を置いて

取り組んできた状況にあります。 

今後は、支援内容や情報提供の方法など

を工夫し、子ども・若者自身のチャレンジ

を受け入れ、応援する気運や風土を、市内

で醸成していく必要があります。 

 

 

 

 

本来子どもは、成長とともに親の庇護から徐々に離れ、学校や職場、その友人関係な

どを中心として行動範囲を自律的に広げていきます。そして、成長・自立の過程で様々

な問題に直面し、子ども・若者自身で解決する力、ひいては社会で生き抜く力を身に付

けていきますが、そこには、家族や友人、学校の先生など身近な信頼できる人たちの助

けが必要です。 

これまでの子どもと家庭を支援する取組は、児童手当などの経済的給付や保育サービ

スの提供、相談体制の整備、子育てに関する講座やイベントの実施など、乳幼児期を主

に18歳までの子どもをもつ親を対象とし、親を通して子どもに届くものが多くを占めて

いました。 

しかしながら、思春期においては、親子間で意思疎通がうまく図れず、子ども･若者を

第一に支える家庭にその役割を期待できないことがあります。また、子ども･若者を取

り巻く諸問題が深刻化する中、児童虐待、貧困などの

困難を抱えた子ども・若者にとって、家庭以外からの

支えが不可欠となっています。 

小平市では近年、生活困窮者自立支援制度に基づく

学習支援事業や中学校放課後学習教室、ティーンズ相

談室を開始していますが、今後これらの子ども・若者

に直接届く支援をさらに充実させる必要があります。 
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親は、子どもの健全育成について第一義的な責任を負いますが、子ども・若者にとっ

て家庭は、愛情や安らぎを得られる場でもあります。また、親自身も、子育てを通じて、

喜びを感じ、共に成長することができます。 

しかしながら、都市化、核家族化、少子化、地域のつながりの希薄化、共働き家庭の

増加、親自身の乳幼児と触れ合う体験の不足といった状況がある中、親の育児不安や家

庭の教育力の低下が指摘されています。また、近年子どもの貧困がクローズアップされ

ており、本来子ども・若者のよりどころとなるはずの家庭によって、その成長と自立が

阻害される状況にも目が向けられています。 

小平市では、子育て中の親を支援する取組として、子ども家庭支援センターをはじめ

とした相談窓口・体制の整備や子育てに関する講演会・講座などを実施してきました。

また、貧困対策として、各種手当や医療費助成、学習支援事業などを実施していますが、

多岐にわたる子育て支援施策と重複することから、何が貧困解消に資するものなのかが

わかりにくい状況があります。 

今後は、子ども・若者の成長と自立をま

ずは家庭が支えられるよう、引き続き子育

て家庭を支援するとともに、親自身を育て

る取組を充実させる必要があります。また、

課題や困難を抱えた家庭に対する支援や貧

困対策をもれなく行う必要があります。 

 

 

 

 

地域社会は、家庭や学校とは異なる人間関係の中で、様々な体験を通して「タテ」・

「ヨコ」・「ナナメ」のコミュニケーションが活発に図られ、子ども・若者の社会性や規

範意識を育み、地域・社会の一員として、自覚と責任を持った大人に育てる重要な役割

があります。 

しかしながら、都市化、核家族化、少子化、ライフスタイルの多様化などにより、

人々の集う機会が減り、互いに支え合おうとする意識が弱まるなど、地域とのつながり

が希薄になってきています。こうした状況は、若者や子育て家庭を孤立化させるととも

に、学校や地域活動への参加意識を弱めるなど、地域の教育力の低下を招いています。 

小平市では、青少年対策地区委員会や青少年委員、民生委員児童委員、主任児童委員

などの活動が活発に行われており、学校を中心とした地域との結びつきや人間関係を培

う環境づくりに向け、取組が進められています。 

今後は、引き続き関係機関等との連携を密に

しながら、地域の多様な担い手を活用･育成し、

市民・事業者・関係機関・市が一丸となって、

地域全体で子ども・若者の自立を支えることが

必要です。 
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